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キャサ
リンの

　私たちリトル・ギャングは、公式ドッジ

ボールの団体で、1999年５月に結成し、今

年で６年目を迎えます。

　毎週土・日の練習を経て、年間８大会出

場しています。今年の１月に行われた小学

生ドッジボール宮城県予選大会では、あと

一歩のところで東北大会出場でしたが、53

チーム中ベスト８の成績を収めました。現

在は、これをバネに監督・コーチ・選手・

父母一体となって、「ファイト」あるプレ

ーを目指し練習に励んでいます。

　日々の練習もさることながら、レクリエ

ーションや県外遠征も行い、子どもたちに

公式ドッジボールの楽しさを知ってもらお

うと活動しています。

　公式ドッジボールは、唯一男女混合でで

きるスポーツです。一度、第一小学校体育

館に練習風景を見に来てください！

マイ 
サークル 

リトル・ギャング 

159

　リトル・ギャング 
　高橋　0・425-5271
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市民文芸  
応募方法 
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。 
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp） 

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板  （７月１日～８月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

16頁掲載

16頁掲載

17頁掲載

４頁掲載

16頁掲載

18頁掲載

参加無料・材料費
各自負担
※申込必要

あしたば白石
（働く婦人の家）

男の料理「バラエティークッキング」
対象：男性のみ

男女共同参画課
0２２－６０２５７ 月23日（金）

お茶券400円碧水園10:00～
15:00

18:30～
20:30

碧水園茶会　※7/25も開催 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９７ 月11日（日）

入場無料ホワイトキューブ10:00～
15:30 さわやかフェスティバル 健康推進課

0２２－１３６２７ 月31日（土）

無料ふれあいプラザ13:30～
15:30 セクシュアルハラスメント防止セミナー 男女共同参画課

0２２－６０２５ ７ 月 ６ 日（火）

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザ8:30～

12:00 いきいきプラザ　フリーマーケット いきいきプラザ
0２２－１６３５７ 月24日（土）

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ9:30～

11:30

短期リサイクル教室
「ネクタイをリサイクルして
ステンドグラスキルトタペストリーを作ろう」
※7/21も開催

いきいきプラザ
0２２－１６３５７ 月 ７ 日（水）

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ10:00～

11:30 
定期リサイクル教室
「牛乳パックで作る巾着箱」

いきいきプラザ
0２２－１６３５７ 月10日（土）

18:00～

無料弥治郎こけし村9:00～
17:00

第46回全日本こけしコンクール
入賞作品展

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

 ６ 月15日（火）
～７ 月26日（月）

７ 月17日（土）
18日（日）

S席  5,000円
A席  3,000円
B席  2,000円
※S・Aは指定席､Bは自由席

ホワイトキューブ
白石市制施行５０周年記念事業
市民オペラ「ラ・ボエーム」
※7/17は市内中学生招待公演（無料）

振興課
0２２－１３２４

５月中旬に台湾に帰って、いとこの結婚披露宴に参加して
きました。帰ってきて何人かに台湾の結婚式について話しま
したが、そのうち私も台湾の結婚式はかなり不思議だと思い
始めました。
台湾の結婚式
１年のうちで台湾の結婚ラッシュの時期は、日本と違って、
旧暦の年末です。「有銭没銭、娶個老婆好過年」（今、お金が
あろうがなかろうが、とりあえずお嫁さんをもらって、新し
い年と迎えよう）ということわざもあります。また、旧暦の
６・７月（西暦の７月末～９月初めごろ）の結婚式は好まれ
ません。結婚式は日取りだけではなく、幸せを呼ぶために○
○時に行ったほうがいいという迷信もあります。
結婚式当日、新郎は６人または12人と一緒に、６台の車

で決まっている時間まで新婦の実家に到着しなければなりま
せん。この時間よりちょっとでも早かったり遅かったりする
と、これからの二人の生活が順調に過ごせないと信じられて
います。迎える沿道では、祝いを示すために爆竹を鳴らして、
厄を払います。
新婦側にもたくさんの行事があります。まず新婦は、朝起
きてから夜寝るまで横になるのを禁止されています（いつも
病気で寝付くのを嫌う意味が含まれています）。新婦は迎え
に来た車に乗る前に、お父さん側のおばさんと兄のお嫁さん

の見送りを避けます。中国語でこの女性たちは「姑」と「嫂」
で、姑は孤独の「孤」と同音、嫂は、追い出すという意味の
「掃」と同音、全部不吉なのです。そして寅年の人たちは式
典に参列するのは禁止、小さい子どもはよく泣くので式典に
参加すると運が悪くなるそうです。
新婦は、家に出入りするときに入り口のしきいを踏んでは
いけません。自分の実家の幸運やお金を持って行かないよう
に、すべての衣装にはポケットがついていません。次に一人
の目上の女性が、新婦のために傘など持って空を隠します。
新婦と年配の方が幸せになるようにする習慣です。車にもい
ろいろな縁起がいいものと厄を払うものを飾って、新郎の家
に向かいます。車が出発したら、新婦の両親は娘さんがこの
家に戻らないように、つまり離婚しないように、水を一杯外
にはねかけます。新婦は一本の扇子を車から投げ出します
（悪い性格を捨てるという意味を示しています）。
新婦は、お払いのために新郎の家に入る前に火鉢の上をま
たぎます。家に入ると、まず二人で新郎のご先祖を拝みます。
それからナツメと竜眼（ライチに似た果物）を入れた甘いス
ープを飲みます（早く跡継ぎが生まれることを意味します）。
その後、夜の披露宴まで部屋で休むのが一般的です。
来月は結婚披露宴について書きます。忘れずに読んでね。




